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岐阜県内の労働災害発生状況（令和４年）について 
― 死傷災害は 30 年前の水準にまで増加 ― 

 

岐阜労働局(局長 千葉 登志雄)は、令和４年に岐阜県内の事業場で発生した労働災害の発

生状況を取りまとめました。 

～ポイント～ 

１ 死亡災害について 

〇死亡災害は 13 人と前年の 26 人に比べ半減しました。 

〇業種別では、建設業において、死亡災害全体の約半数（６人）を占めています 

〇事故の型別では、「墜落・転落」による死亡災害が死亡災害全体の約半数（６人）を占めて

います。 

 

２ 休業 4日以上の死傷災害について 

〇死傷災害は、3,975 人と、前年の 2,535 人に比べ 1,440 人と大幅に増加しました。これは、

平成４、５年の水準です。（参考：平成４年 4,026 人、平成５年 3,851 人） 

〇死傷災害のうち、新型コロナウイルス感染症に係るものは 1,712 人で全体の 43.1％を占め

ているほか、前年の 353 人に比べ 1,359 人（3.8 倍）の増加となりました。 

〇新型コロナウイルス感染症に係るものを除いて比較しても、令和４年は 2,263 人と、令和３

年の 2,182 人に比べ 3.7％の増加となりました。これは、平成 20 年と同水準です。 

〇死傷災害は、平成27年に過去最少となる 1,941人を記録して以来、新型コロナウイルス感

染症に係るものを含む、含まないに関わらず増加傾向にあります。 

〇死傷災害について、業種別では、商業等の事業における増加が 1,426 人（64.5％）と著し

いです（令和３年：1,139 人→令和４年：2,565 人）。 

〇休業４日以上の死傷災害について、事故の型別では、新型コロナウイルス感染症の影響

を含む「その他」によるものが災害全体の 51.9％と最も多く、次いで「転倒」16.1％、「墜落・

転落」9.6％、「はさまれ・巻き込まれ」8.3％、「動作の反動・無理な動作」6.4％と続いてい
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ます。 

〇50 歳代以上の労働者による被災が全体の半数近く（47.2％）を占めているとともに、60 代

以上の労働者による被災が全体約４分の１（23.4％）を占めています。 

 

３ 災害増加の要因について 

〇死傷災害の増加分である 1,440 人のうち 1,359 人（94.4％）が新型コロナウイルス感染症に

よるものです。 

〇新型コロナウイルス感染症によるものを除くと、転倒災害の増加は最多となっています。

（102 件増加、令和３年：539 人→令和４年 641 人） 

〇転倒災害のうち、商業等において発生した転倒災害が全体の約６割を占めています。 

 

１ 第 13 次労働災害防止推進計画の結果について 

平成 30 年度から令和４年度までの５か年計画である第 13 次労働災害防止推進計画につ

いて、岐阜労働局では、以下の目標を掲げて取組を行ってきました。 

 目標 結果 

死亡災害 

平成 29 年と比較して 

令和４年までに 

15%以上減少 

（16 人以下） 
13 人・・・達成 

第 13 次累計を 

第12次累計と比較して 

15％以上減少 

（78 人以下） 
76 人…達成 

休業４日以上の 

死傷災害 

平成 29 年と比較して 

令和４年までに 

５％以上減少 

（1,900 人以下） 

3,975 人…未達成 

※新型コロナウイルス感

染症を除いて 2,263 人 

 

２ 第 14 次労働災害防止推進計画の概要について 

第 13 次労働災害防止推進計画の結果を踏まえ、岐阜労働局では、令和５年度を初年度と

する第 14 次労働災害防止推進計画を策定し、以下の目標を掲げることとしました。 

 目標 

死亡災害 令和９年までに ５％以上減少（12 人以下） 

休業４日以上の 

死傷災害 

令和４年と比較して 

令和９年までに 

減少に転じさせる（2,263 人以下） 

※新型コロナウイルス感染症を除く 

上記目標の達成に向け、以下の項目を重点事項として掲げ、事業場に対する監督指導、集

団指導のほか、あらゆる機会を捉えて、災害防止のための呼びかけ等を行うこととします。 



 

（１） 自発的に安全衛生に取り組むための意識啓発 

（２） 労働者の作業行動に起因する労働災害防止対策の推進 

（３） 高年齢労働者の労働災害防止対策の推進 

（４） 多様な働き方への対応や外国人労働者などの労働災害防止対策の推進 

（５） 個人事業者等に対する安全衛生対策の推進 

（６） 業種別の労働災害防止対策の推進 

（７） 労働者の健康確保対策の推進 

（８） 化学物質等による健康障害防止対策の推進 

 



列1 死傷災害 死傷災害（コロナ除く）死亡災害 死亡災害（コロナ除く）

H4 4026 46

H5 3851 54

H6 3746 49

H7 3595 49

H8 3519 52

H9 3478 39

H10 3161 33

H11 2929 40

H12 2876 49

H13 2803 29

H14 2611 34

H15 2607 47

H16 2528 34

H17 2518 27

H18 2579 26

H19 2519 20

H20 2398 26

H21 1968 22

H22 2100 24

H23 2001 18

H24 2005 18

H25 2019 16

H26 1963 14

H27 1941 25

H28 1982 18

H29 2012 19

H30 2193 16

R1 2071 2071 10

R2 2150 2068 11 11

R3 2535 2182 26 22

R4 3975 2263 13 13
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■ 労働災害発生状況の推移（岐阜局）
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総計：12,751（死亡：154）

第11次労働災害防止期間
総計：10,472（死亡：108）

第13次労働災害防止期間
総計：12,924（死亡：76）

第12次労働災害防止期間
総計：9,917（死亡：92）

(22)



■ 事故の型別発生状況
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 60歳以上 50歳以上 全体 60歳以上の割合50歳以上の割合
H25 529 990 2019 0.262011 0.490342
H26 518 981 1963 0.263882 0.499745
H27 489 905 1941 0.251932 0.466255
H28 526 966 1982 0.265388 0.487386
H29 590 1041 2012 0.293241 0.517396
H30 641 1174 2193 0.292294 0.53534
R1 627 1076 2071 0.302752 0.519556
R2 619 1128 2150 0.287907 0.524651
R3 741 1300 2535 0.292308 0.512821
R4 930 1876 3975 0.233962 0.47195
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岐阜労働局　労働災害発生状況
　　年　　　　別 前年同時期比

業　　　　　　　　　種 死傷者増減率

全　　　　産　　　　業 2,012 ( 19 ) 2,193 ( 16 ) 2,071 ( 10 ) 2,150 ( 11 ) 2,535 ( 26 ) 3,975 ( 13 ) 1,440 ( -13 ) 56.8%

製　　　　造　　　　業 673 ( 4 ) 766 ( 3 ) 703 ( 2 ) 700 ( 2 ) 823 ( 10 ) 750 ( 2 ) -73 ( -8 ) -8.9%

食料品 121 ( 0 ) 185 ( 0 ) 148 ( 0 ) 148 ( 0 ) 213 ( 2 ) 142 ( 0 ) -71 ( -2 ) -33.3%

繊維工業 17 ( 0 ) 20 ( 0 ) 11 ( 0 ) 17 ( 0 ) 12 ( 0 ) 11 ( 0 ) -1 ( 0 ) -8.3%

衣服その他の繊維製品 4 ( 0 ) 9 ( 0 ) 4 ( 1 ) 6 ( 0 ) 8 ( 0 ) 14 ( 0 ) 6 ( 0 ) 75.0%

木材・木製品 48 ( 2 ) 34 ( 1 ) 41 ( 0 ) 31 ( 1 ) 55 ( 1 ) 33 ( 0 ) -22 ( -1 ) -40.0%

家具・装備品 20 ( 0 ) 27 ( 1 ) 23 ( 0 ) 23 ( 0 ) 20 ( 0 ) 15 ( 0 ) -5 ( 0 ) -25.0%

パルプ・紙・紙加工品 32 ( 0 ) 35 ( 0 ) 28 ( 0 ) 36 ( 0 ) 32 ( 0 ) 41 ( 0 ) 9 ( 0 ) 28.1%

印刷・製本業 9 ( 0 ) 16 ( 0 ) 8 ( 0 ) 7 ( 0 ) 9 ( 0 ) 9 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0.0%

化学工業 50 ( 0 ) 66 ( 0 ) 64 ( 0 ) 67 ( 0 ) 80 ( 0 ) 69 ( 1 ) -11 ( 1 ) -13.8%

窯業土石製品 68 ( 1 ) 62 ( 0 ) 82 ( 0 ) 74 ( 0 ) 72 ( 1 ) 71 ( 0 ) -1 ( -1 ) -1.4%

鉄鋼業 15 ( 1 ) 14 ( 1 ) 17 ( 0 ) 12 ( 0 ) 10 ( 0 ) 19 ( 0 ) 9 ( 0 ) 90.0%

非鉄金属 9 ( 0 ) 14 ( 0 ) 9 ( 0 ) 18 ( 0 ) 18 ( 1 ) 6 ( 0 ) -12 ( -1 ) -66.7%

金属製品 111 ( 0 ) 113 ( 0 ) 95 ( 1 ) 82 ( 1 ) 108 ( 3 ) 103 ( 0 ) -5 ( -3 ) -4.6%

一般機械器具 54 ( 0 ) 52 ( 0 ) 50 ( 0 ) 37 ( 0 ) 54 ( 0 ) 70 ( 1 ) 16 ( 1 ) 29.6%

電気機械器具 26 ( 0 ) 24 ( 0 ) 24 ( 0 ) 33 ( 0 ) 34 ( 0 ) 26 ( 0 ) -8 ( 0 ) -23.5%

輸送用機械等 50 ( 0 ) 57 ( 0 ) 49 ( 0 ) 52 ( 0 ) 59 ( 2 ) 72 ( 0 ) 13 ( -2 ) 22.0%

電気・ガス・水道業 1 ( 0 ) 3 ( 0 ) 7 ( 0 ) 3 ( 0 ) 3 ( 0 ) 2 ( 0 ) -1 ( 0 ) -33.3%

その他の製造業 38 ( 0 ) 35 ( 0 ) 43 ( 0 ) 54 ( 0 ) 36 ( 0 ) 47 ( 0 ) 11 ( 0 ) 30.6%

鉱　　　　　　　　　　業 5 ( 0 ) 11 ( 0 ) 6 ( 0 ) 6 ( 0 ) 4 ( 0 ) 6 ( 0 ) 2 ( 0 ) 50.0%

建　　　　設　　　　業 233 ( 6 ) 254 ( 7 ) 249 ( 1 ) 249 ( 4 ) 267 ( 6 ) 297 ( 6 ) 30 ( 0 ) 11.2%

土木工事業 76 ( 4 ) 73 ( 2 ) 71 ( 0 ) 86 ( 2 ) 79 ( 3 ) 100 ( 3 ) 21 ( 0 ) 26.6%

建築工事業 121 ( 2 ) 139 ( 5 ) 128 ( 0 ) 131 ( 1 ) 139 ( 2 ) 124 ( 3 ) -15 ( 1 ) -10.8%

　木造家屋建築工事業 36 ( 2 ) 36 ( 0 ) 37 ( 0 ) 28 ( 0 ) 27 ( 0 ) 28 ( 0 ) 1 ( 0 ) 3.7%

その他の建設業 36 ( 0 ) 42 ( 0 ) 50 ( 1 ) 32 ( 1 ) 49 ( 1 ) 73 ( 0 ) 24 ( -1 ) 49.0%

運　　　　送　　　　業 229 ( 2 ) 234 ( 0 ) 227 ( 2 ) 185 ( 0 ) 227 ( 3 ) 258 ( 1 ) 31 ( -2 ) 13.7%

陸上貨物運送事業 198 ( 2 ) 197 ( 0 ) 201 ( 2 ) 168 ( 0 ) 209 ( 2 ) 246 ( 1 ) 37 ( -1 ) 17.7%

農林・畜産・水産業 81 ( 3 ) 99 ( 1 ) 90 ( 1 ) 73 ( 1 ) 75 ( 3 ) 99 ( 0 ) 24 ( -3 ) 32.0%

林　　　　　業 55 ( 3 ) 68 ( 0 ) 51 ( 1 ) 44 ( 1 ) 43 ( 1 ) 56 ( 0 ) 13 ( -1 ) 30.2%

商業等の事業 791 ( 4 ) 829 ( 5 ) 796 ( 4 ) 937 ( 4 ) 1,139 ( 4 ) 2,565 ( 4 ) 1,426 ( 0 ) 125.2%

商　　　　業 293 ( 0 ) 297 ( 4 ) 285 ( 3 ) 322 ( 1 ) 317 ( 1 ) 403 ( 2 ) 86 ( 1 ) 27.1%

　小売業 236 ( 0 ) 226 ( 4 ) 216 ( 3 ) 234 ( 0 ) 256 ( 1 ) 310 ( 1 ) 54 ( 0 ) 21.1%

金融広告業 21 ( 0 ) 16 ( 0 ) 13 ( 0 ) 13 ( 1 ) 18 ( 0 ) 22 ( 0 ) 4 ( 0 ) 22.2%

映画・演劇業 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 3 ( 0 ) 3 ( 0 )

通信業 41 ( 0 ) 36 ( 0 ) 31 ( 0 ) 45 ( 0 ) 30 ( 0 ) 51 ( 0 ) 21 ( 0 ) 70.0%

教育研究 12 ( 0 ) 12 ( 0 ) 19 ( 0 ) 16 ( 0 ) 29 ( 0 ) 37 ( 0 ) 8 ( 0 ) 27.6%

保健衛生業 132 ( 0 ) 167 ( 0 ) 174 ( 0 ) 240 ( 0 ) 415 ( 1 ) 1,653 ( 1 ) 1,238 ( 0 ) 298.3%

　社会福祉施設 107 ( 0 ) 121 ( 0 ) 138 ( 0 ) 174 ( 0 ) 244 ( 1 ) 1,039 ( 0 ) 795 ( -1 ) 325.8%

接客娯楽 154 ( 1 ) 167 ( 0 ) 140 ( 0 ) 153 ( 0 ) 162 ( 0 ) 246 ( 0 ) 84 ( 0 ) 51.9%

　旅館業 22 ( 0 ) 29 ( 0 ) 31 ( 0 ) 18 ( 0 ) 25 ( 0 ) 41 ( 0 ) 16 ( 0 ) 64.0%

　飲食店 74 ( 1 ) 77 ( 0 ) 58 ( 0 ) 60 ( 0 ) 83 ( 0 ) 88 ( 0 ) 5 ( 0 ) 6.0%

　ゴルフ場 32 ( 0 ) 41 ( 0 ) 30 ( 0 ) 43 ( 0 ) 38 ( 0 ) 40 ( 0 ) 2 ( 0 ) 5.3%

清掃・と畜業 67 ( 2 ) 58 ( 0 ) 67 ( 0 ) 60 ( 0 ) 75 ( 0 ) 61 ( 0 ) -14 ( 0 ) -18.7%

官公署 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 2 ( 0 ) 2 ( 0 ) 2 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0.0%

その他の事業 71 ( 1 ) 76 ( 1 ) 67 ( 1 ) 86 ( 2 ) 91 ( 2 ) 87 ( 1 ) -4 ( -1 ) -4.4%

労働者死傷病報告による休業４日以上の死傷者数です。なお、（　　）は死亡者数で内数です。

（死亡者数）

前年同時期比令和４年

（死亡者数）（死亡者数） （死亡者数） （死亡者数） （死亡者数） （死亡者数）

平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年



岐阜労働局　労働災害発生状況の推移
　　年　　　　別 前年同時期比

業　　　　　　　　　種 死傷者増減率

全　　　　産　　　　業 2,012 ( 19 ) 2,193 ( 16 ) 2,071 ( 10 ) 2,068 ( 11 ) 2,182 ( 22 ) 2,263 ( 13 ) 81 ( -9 ) 3.7%

製　　　　造　　　　業 673 ( 4 ) 766 ( 3 ) 703 ( 2 ) 690 ( 2 ) 724 ( 10 ) 707 ( 2 ) -17 ( -8 ) -2.3%

食料品 121 ( 0 ) 185 ( 0 ) 148 ( 0 ) 148 ( 0 ) 157 ( 2 ) 141 ( 0 ) -16 ( -2 ) -10.2%

繊維工業 17 ( 0 ) 20 ( 0 ) 11 ( 0 ) 17 ( 0 ) 12 ( 0 ) 11 ( 0 ) -1 ( 0 ) -8.3%

衣服その他の繊維製品 4 ( 0 ) 9 ( 0 ) 4 ( 1 ) 6 ( 0 ) 8 ( 0 ) 13 ( 0 ) 5 ( 0 ) 62.5%

木材・木製品 48 ( 2 ) 34 ( 1 ) 41 ( 0 ) 31 ( 1 ) 36 ( 1 ) 32 ( 0 ) -4 ( -1 ) -11.1%

家具・装備品 20 ( 0 ) 27 ( 1 ) 23 ( 0 ) 23 ( 0 ) 20 ( 0 ) 15 ( 0 ) -5 ( 0 ) -25.0%

パルプ・紙・紙加工品 32 ( 0 ) 35 ( 0 ) 28 ( 0 ) 36 ( 0 ) 27 ( 0 ) 40 ( 0 ) 13 ( 0 ) 48.1%

印刷・製本業 9 ( 0 ) 16 ( 0 ) 8 ( 0 ) 7 ( 0 ) 9 ( 0 ) 9 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0.0%

化学工業 50 ( 0 ) 66 ( 0 ) 64 ( 0 ) 57 ( 0 ) 76 ( 0 ) 66 ( 1 ) -10 ( 1 ) -13.2%

窯業土石製品 68 ( 1 ) 62 ( 0 ) 82 ( 0 ) 74 ( 0 ) 70 ( 1 ) 66 ( 0 ) -4 ( -1 ) -5.7%

鉄鋼業 15 ( 1 ) 14 ( 1 ) 17 ( 0 ) 12 ( 0 ) 10 ( 0 ) 18 ( 0 ) 8 ( 0 ) 80.0%

非鉄金属 9 ( 0 ) 14 ( 0 ) 9 ( 0 ) 18 ( 0 ) 18 ( 1 ) 6 ( 0 ) -12 ( -1 ) -66.7%

金属製品 111 ( 0 ) 113 ( 0 ) 95 ( 1 ) 82 ( 1 ) 108 ( 3 ) 96 ( 0 ) -12 ( -3 ) -11.1%

一般機械器具 54 ( 0 ) 52 ( 0 ) 50 ( 0 ) 37 ( 0 ) 51 ( 0 ) 61 ( 1 ) 10 ( 1 ) 19.6%

電気機械器具 26 ( 0 ) 24 ( 0 ) 24 ( 0 ) 33 ( 0 ) 34 ( 0 ) 25 ( 0 ) -9 ( 0 ) -26.5%

輸送用機械等 50 ( 0 ) 57 ( 0 ) 49 ( 0 ) 52 ( 0 ) 49 ( 2 ) 59 ( 0 ) 10 ( -2 ) 20.4%

電気・ガス・水道業 1 ( 0 ) 3 ( 0 ) 7 ( 0 ) 3 ( 0 ) 3 ( 0 ) 2 ( 0 ) -1 ( 0 ) -33.3%

その他の製造業 38 ( 0 ) 35 ( 0 ) 43 ( 0 ) 54 ( 0 ) 36 ( 0 ) 47 ( 0 ) 11 ( 0 ) 30.6%

鉱　　　　　　　　　　業 5 ( 0 ) 11 ( 0 ) 6 ( 0 ) 6 ( 0 ) 4 ( 0 ) 6 ( 0 ) 2 ( 0 ) 50.0%

建　　　　設　　　　業 233 ( 6 ) 254 ( 7 ) 249 ( 1 ) 249 ( 4 ) 247 ( 5 ) 253 ( 6 ) 6 ( 1 ) 2.4%

土木工事業 76 ( 4 ) 73 ( 2 ) 71 ( 0 ) 86 ( 2 ) 72 ( 3 ) 78 ( 3 ) 6 ( 0 ) 8.3%

建築工事業 121 ( 2 ) 139 ( 5 ) 128 ( 0 ) 131 ( 1 ) 126 ( 1 ) 110 ( 3 ) -16 ( 2 ) -12.7%

　木造家屋建築工事業 36 ( 2 ) 36 ( 0 ) 37 ( 0 ) 28 ( 0 ) 27 ( 0 ) 28 ( 0 ) 1 ( 0 ) 3.7%

その他の建設業 36 ( 0 ) 42 ( 0 ) 50 ( 1 ) 32 ( 1 ) 49 ( 1 ) 65 ( 0 ) 16 ( -1 ) 32.7%

運　　　　送　　　　業 229 ( 2 ) 234 ( 0 ) 227 ( 2 ) 185 ( 0 ) 227 ( 3 ) 245 ( 1 ) 18 ( -2 ) 7.9%

陸上貨物運送事業 198 ( 2 ) 197 ( 0 ) 201 ( 2 ) 168 ( 0 ) 209 ( 2 ) 234 ( 1 ) 25 ( -1 ) 12.0%

農林・畜産・水産業 81 ( 3 ) 99 ( 1 ) 90 ( 1 ) 73 ( 1 ) 75 ( 3 ) 88 ( 0 ) 13 ( -3 ) 17.3%

林　　　　　業 55 ( 3 ) 68 ( 0 ) 51 ( 1 ) 44 ( 1 ) 43 ( 1 ) 45 ( 0 ) 2 ( -1 ) 4.7%

商業等の事業 791 ( 4 ) 829 ( 5 ) 796 ( 4 ) 865 ( 4 ) 905 ( 1 ) 964 ( 4 ) 59 ( 3 ) 6.5%

商　　　　業 293 ( 0 ) 297 ( 4 ) 285 ( 3 ) 320 ( 1 ) 316 ( 1 ) 380 ( 2 ) 64 ( 1 ) 20.3%

　小売業 236 ( 0 ) 226 ( 4 ) 216 ( 3 ) 234 ( 0 ) 255 ( 1 ) 303 ( 1 ) 48 ( 0 ) 18.8%

金融広告業 21 ( 0 ) 16 ( 0 ) 13 ( 0 ) 10 ( 1 ) 18 ( 0 ) 19 ( 0 ) 1 ( 0 ) 5.6%

映画・演劇業 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 1 ( 0 ) 1 ( 0 )

通信業 41 ( 0 ) 36 ( 0 ) 31 ( 0 ) 34 ( 0 ) 29 ( 0 ) 35 ( 0 ) 6 ( 0 ) 20.7%

教育研究 12 ( 0 ) 12 ( 0 ) 19 ( 0 ) 16 ( 0 ) 26 ( 0 ) 22 ( 0 ) -4 ( 0 ) -15.4%

保健衛生業 132 ( 0 ) 167 ( 0 ) 174 ( 0 ) 191 ( 0 ) 203 ( 0 ) 209 ( 1 ) 6 ( 1 ) 3.0%

　社会福祉施設 107 ( 0 ) 121 ( 0 ) 138 ( 0 ) 140 ( 0 ) 166 ( 1 ) 159 ( 0 ) -7 ( -1 ) -4.2%

接客娯楽 154 ( 1 ) 167 ( 0 ) 140 ( 0 ) 149 ( 0 ) 153 ( 0 ) 161 ( 0 ) 8 ( 0 ) 5.2%

　旅館業 22 ( 0 ) 29 ( 0 ) 31 ( 0 ) 18 ( 0 ) 25 ( 0 ) 26 ( 0 ) 1 ( 0 ) 4.0%

　飲食店 74 ( 1 ) 77 ( 0 ) 58 ( 0 ) 56 ( 0 ) 75 ( 0 ) 66 ( 0 ) -9 ( 0 ) -12.0%

　ゴルフ場 32 ( 0 ) 41 ( 0 ) 30 ( 0 ) 43 ( 0 ) 38 ( 0 ) 40 ( 0 ) 2 ( 0 ) 5.3%

清掃・と畜業 67 ( 2 ) 58 ( 0 ) 67 ( 0 ) 57 ( 0 ) 73 ( 0 ) 61 ( 0 ) -12 ( 0 ) -16.4%

官公署 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0 ( 0 ) 2 ( 0 ) 2 ( 0 ) 2 ( 0 ) 0 ( 0 ) 0.0%

その他の事業 71 ( 1 ) 76 ( 1 ) 67 ( 1 ) 86 ( 2 ) 85 ( 0 ) 74 ( 1 ) -11 ( 1 ) -12.9%

労働者死傷病報告による休業４日以上の死傷者数です。なお、（　　）は死亡者数で内数です。

（死亡者数）

前年同時期比

（死亡者数）

平成29年 平成30年 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年

（死亡者数） （死亡者数） （死亡者数） （死亡者数） （死亡者数）

※新型コロナ感染症に係るものを除く。



計画の重点事項の概要

（１）　自発的に安全衛生に取り組むための意識啓発
（２）　労働者の作業行動に起因する労働災害防止対策の推進
（３）　高年齢労働者の労働災害防止対策の推進
（４）　多様な働き方への対応や外国人労働者などの労働災害防止対策の推進
（５）　個人事業者等に対する安全衛生対策の推進
（６）　業種別の労働災害防止対策の推進
　　ア　陸上貨物運送業対策
　　イ　建設業対策
　　ウ　製造業対策
　　エ　林業対策

（７）　労働者の健康確保対策の推進
　　ア　メンタルヘルス対策
　　イ　過重労働対策
　　ウ　産業保健活動の推進

（８）　化学物質等による健康障害防止対策の推進
　　ア　化学物質による健康障害防止対策
　　イ　石綿、粉じんによる健康障害防止対策
　　ウ　熱中症、騒音による健康障害防止対策
　　エ　電離放射線による健康障害防止対策

　岐阜労働局における近年の労働災害発生状況をみると、死亡者数は令和元年に10人と過去
最少になったものの、その後は増加に転じ、休業４日以上の死傷者数（新型コロナウイルスの罹
患を除く。）については平成27年に過去最少の1,941人となったものの、その後は増加に転じ、
2,000人を上回る状況が続いています。また、メンタルヘルス不調者の増加等も懸念されます。
　こうした状況を踏まえ、岐阜労働局における労働災害防止対策を推進するための「第14次労
働災害防止推進計画」を策定しました。

労働災害防止に関する目標達成のため、
期間中に次の指標の達成を目指します。

死亡災害について、2022年と比較して2027年までに５％以上減少させる。
死傷災害について、2022年と比較して2027年までに減少に転じさせる。

第14次労働災害防止推進計画（岐阜労働局版）の詳細は、岐阜労働局健康安全課のホームページでご覧ください。

2023（令和５）年度～2027（令和９）年度

岐阜労働局、管下労働基準監督署、事業者、労働者等の関係者が一体となって、
以下の目標を計画期間中に達成することを目指します。

計画の期間

計画の狙い

労働災害防止推進計画について労働災害防止推進計画について

岐阜労働局
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岐阜県における死亡災害・死傷災害の推移

労働災害防止に関する目標

お問い合わせは、
　岐阜労働局健康安全課または各労働基準監督署へ

名　称 所在地 電　話
岐阜労働局　健康安全課 岐阜市金竜町 5-13 058-245-8103

岐阜労働基準監督署 岐阜市五坪 1-9-1 058-247-2369

大垣労働基準監督署 大垣市藤江町 1-1-1 0584-80-5081

高山労働基準監督署 高山市花岡町 3-6 -6 0577-32-1180

多治見労働基準監督署 多治見市音羽町 5 -39 -1 0572-22-6381

関労働基準監督署 関市西本郷通 3-1-15 0575-22-3251

恵那労働基準監督署 恵那市長島町正家 1-3 -12 0573-26-2175

岐阜八幡労働基準監督署 郡上市八幡町有坂 1209-2 0575-65-2101

第第1414次次



（ア）労働者の作業行動に起因する労働災害防止対策の推進
✓ 転倒災害対策に取り組む事業場の割合を2027年までに50％以上とする。
✓ 正社員以外への安全衛生教育の実施率を2027年までに80％以上とする。 ▶

✓ 増加が見込まれる転倒の死傷年千人率を2022年と比較して2027年までにその増加に歯止めをかける。
✓ 転倒による平均休業見込日数を2027年までに35日以下とする。
✓ 増加が見込まれる腰痛の死傷年千人率を2022年と比較して2027年までに減少させる。

（イ）高年齢労働者の労働災害防止対策の推進
✓ 「高年齢労働者の安全と健康確保のためのガイドライン」 に基づく高年齢労働者の安全衛生確保の取組

を実施する事業場の割合を2027年までに50％以上とする。 ▶
✓ 増加が見込まれる60歳代以上の死傷年千人率を2022年と比較して

2027年までにその増加に歯止めをかける。

（ウ）多様な働き方への対応や外国人労働者等の労働災害防止対策の推進
✓ 母国語を用いるなどによる災害防止の教育を行っている事業場の割合を2027年までに70％以上とする。 ▶ ✓ 外国人労働者の死傷年千人率を2027年までに全体平均以下とする。

（エ）業種別の労働災害防止対策の推進
✓ 「陸上貨物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドライン」に基づく措置を実施する陸上貨物運送

業等の事業場の割合を2027年までに45％以上とする。
✓ 墜落・転落災害の防止に関するリスクアセスメント（以下「RA」という。）に取り組む建設業の事業場の

割合を2027年までに95％以上とする。
✓ 機械による「はさまれ・巻き込まれ」防止対策に取り組む製造業の事業場の割合を2027年までに60％

以上とする。
✓ 「チェーンソーによる伐木等作業の安全に関するガイドライン」に基づく措置を実施する林業の事業場の

割合を2027年までに50％以上とする。

▶

✓ 陸上貨物運送事業の死傷者数を2027年までに2022年と比較して
５％以上減少させる。

✓ 建設業の死亡者数を2027年までに2022年と比較して15％以上減
少させる。

✓ 製造業における「はさまれ・巻き込まれ」の死傷者数を2027年までに
2022年と比較して５％以上減少させる。

✓ 林業の死亡者数０人を継続させる。

（オ）労働者の健康確保対策の推進
✓ 事業場における年次有給休暇取得率を2027年までに70％以上とする。
✓ 勤務間インターバル制度を導入している事業場の割合を2027年までに15％以上とする。
✓ メンタルヘルス対策に取り組む事業場及び必要な産業保健サービスを提供している事業場の割合を

2027年までに80％以上とする。
▶

✓ 週労働時間40時間以上である労働者のうち、週労働時間60時間以上
の労働者の割合を2025年までに２％以下とする。

✓ 自分の仕事や職業生活に関することで強い不安、悩み、ストレスがあると
する労働者の割合を2027年までに50％未満とする。

（カ）化学物質による健康障害防止対策の推進
✓ 化学物質について、RA を行っている事業場の割合を2025年までに80％以上とする。
✓ 化学物質について、 RA 結果に基づき労働者の危険又は健康障害を防止するための措置を実施している

事業場及びラベル表示・SDS の交付を行っている事業場の割合を2027年までに80％以上とする。
✓ 熱中症災害防止のために暑さ指数を把握している事業場の割合を2023年と比較して2027年までに

増加させる。

▶
✓ 化学物質の性状に関連の強い災害（有害物等との接触、爆発、火

災によるもの）の死傷者数を第13次労働災害防止計画期間と比較
して、５％以上減少させる。

✓ 増加が見込まれる熱中症による死亡者数を第13次労働災害防止計画
期間と比較して減少させる。

アウトプット指標とは…
事業者において実施され、その達成を目指す
事項で、計画の進捗状況の把握に用います。

アウトカム指標とは…
アウトプット指標を達成した結果として
期待される事項です。

死傷年千人率とは、1 年間の労働者 1,000 人当たりに発生した死傷者数の割合を示すものです。

アウトプット指標の概要 アウトカム指標の概要


